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【背景と目的】大うつ病性障害 （Major Depressive 
Disorder: MDD）の症状の持続には非柔軟な注意制御が関







尺度 ④Detached Mindfulness Mode Questionnaire
（DMMQ）⑤Voluntary Attention Control Scale （VACS）
行動指標:①両耳分離聴課題 （DLT）②統合失調症認知機能
簡易評価尺度 （BACS）生理指標: 近赤外線トポグラフィー 
（Near infra-red spectroscopy: NIRS） によって測定し
た DLTと語流暢性課題 （verbal fluency test: VFT）中の
















































い ③ preでの認知機能が健常者と同程度 ④ DMの心理教
育が機能するために十分なインテリジェンス ⑤ preでの
主観的な注意の分割の低さ の５点が挙げられた。
【今後の展望】今回対象となった患者は全員通常治療を受け
ていたので，ATT単独の効果を検証できていない。また，
統制群を設けていないので，今後はランダム化比較試験を
通して，本研究結果の妥当性を検討する必要がある。
